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を
積
極
的
に
用
い
、
考
試
の
席
に
は
漢
籍
と
共
に
蘭
書
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
漢
方
を
固
守
し
て
無
批
判
に
蘭
学
を
排
除
す
る
と
い
う
よ
う
な

態
度
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
六
月
例
会
）

西
南
戦
役
が
終
っ
て
百
二
十
五
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
官
軍
方
の

記
録
、
な
か
ん
ず
く
旧
士
族
を
中
心
と
し
た
臨
時
巡
査
を
主
力
と
す
る

新
撰
旅
団
に
つ
い
て
の
記
録
は
誠
に
少
な
い
。
極
言
す
れ
ば
、
初
戦
よ

り
終
戦
ま
で
の
一
貫
し
た
召
募
巡
査
の
従
軍
記
録
が
な
い
こ
と
が
、
新

撰
旅
団
の
足
跡
を
不
透
明
に
し
て
い
る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

横
浜
市
西
区
久
保
山
共
葬
墓
地
の
第
九
区
に
、
西
南
戦
役
で
死
没
し

た
巡
査
の
墓
が
五
墓
あ
る
。
地
震
や
空
襲
で
破
損
が
激
し
く
氏
名
の
明

確
で
な
い
墓
が
三
墓
あ
り
管
理
事
務
所
で
も
不
明
と
言
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
史
料
に
よ
る
と
、
県
下
で
は
旧
小
田
原
藩
士
に
向
け
て
新

撰
旅
団
へ
の
召
募
が
行
な
わ
れ
た
が
、
三
十
名
ほ
ど
の
応
募
し
か
な
く
、

農
民
、
商
人
に
も
召
募
を
す
す
め
て
や
っ
と
九
十
名
が
集
ま
っ
た
。
そ

こ
で
明
治
十
年
五
月
末
に
五
十
一
人
を
戦
地
に
送
り
こ
ん
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
中
で
死
亡
し
た
る
者
は
五
名
で
、
出
身
地
は
県
史
料
に
よ
れ
ば

横
浜
、
八
王
寺
（
当
時
は
神
奈
川
県
）
、
三
浦
半
島
、
足
柄
上
・
下
郡
と

西
南
戦
役
と
神
奈
川
県
下
の
官
修
墓
地

中
西
淳
朗
、
松
本
龍
二

な
っ
て
い
る
。

久
保
山
官
修
墓
地
の
五
墓
の
墓
碑
か
ら
の
推
定
で
は
、
十
月
下
旬
に

入
っ
て
か
ら
の
死
亡
と
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
城
山
陥
落
は
九
月
二
十

四
日
で
あ
る
の
で
、
城
山
攻
防
戦
に
よ
る
死
亡
で
は
な
い
。
多
分
、
鹿

児
島
引
揚
中
、
船
内
で
腸
管
急
性
伝
染
病
に
罹
患
し
、
大
阪
臨
時
陸
軍

病
院
に
入
院
し
た
が
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
軍

第
二
旅
団
付
属
軍
医
の
手
塚
良
仙
の
経
過
（
鹿
児
島
市
内
で
赤
痢
に
罹

患
し
、
大
阪
へ
送
ら
れ
て
死
亡
）
と
同
様
の
戦
病
死
で
あ
る
。

当
時
の
政
府
は
、
は
じ
め
て
の
大
き
な
内
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

慰
霊
と
い
う
行
為
を
招
魂
社
で
行
っ
た
。
そ
の
対
象
者
は
、
軍
籍
の
有

無
を
問
わ
ず
戦
地
で
銃
弾
、
刀
剣
に
て
死
亡
し
た
者
に
限
っ
た
。
従
っ

て
伝
染
病
な
ど
の
平
病
に
よ
る
死
亡
者
の
招
魂
社
祭
祀
は
行
な
わ
な

か
っ
た
。
（
明
治
三
十
一
年
九
月
の
陸
軍
省
告
示
で
特
旨
を
も
っ
て
合
祀

と
な
る
）
・

明
治
十
年
頃
は
戸
籍
の
は
っ
き
り
し
な
い
者
も
多
く
、
本
籍
地
が
わ

か
っ
て
い
て
も
遺
骨
の
引
き
取
り
手
の
な
い
戦
病
死
者
が
多
く
い
た
。

こ
の
様
な
情
況
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
が
墓
碑
を
造
成
し
祭
祀
を
実
施

す
る
特
別
の
墓
地
を
、
無
籍
に
近
い
死
者
の
た
め
官
修
墓
地
と
名
づ
け

て
提
供
し
た
（
昭
和
五
十
六
年
以
降
は
祭
祀
を
地
方
自
治
体
が
行
う
よ

う
に
法
改
訂
さ
れ
た
）
。
県
下
の
そ
の
一
が
久
保
山
共
葬
墓
地
第
九
区

に
あ
る
の
で
あ
る
。

共
同
演
者
の
松
本
龍
二
は
、
平
成
十
四
年
、
横
須
賀
市
追
浜
地
区
の

鉈
切
山
に
も
官
修
墓
地
が
あ
る
こ
と
に
気
附
い
て
探
訪
す
る
と
共
に
、

文
献
の
発
掘
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
墓
地
は
新
撰
旅
団
の
面
々
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が
、
和
歌
浦
丸
と
東
海
丸
に
分
乗
し
帰
還
中
、
船
内
で
コ
レ
ラ
が
発
生

し
、
十
月
十
～
十
五
日
頃
に
追
浜
に
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
両
船

は
長
浦
湾
口
で
停
船
を
命
ぜ
ら
れ
、
浦
郷
村
の
箱
崎
に
避
病
院
が
急
造

さ
れ
。
レ
ラ
患
者
を
収
容
し
た
。
十
月
中
旬
以
降
は
毎
日
数
人
ず
つ
死

亡
し
、
十
一
月
に
は
計
四
十
八
名
の
死
亡
者
と
な
っ
た
。
当
初
、
遺
体

を
黒
崎
地
区
に
埋
葬
し
た
が
、
大
正
二
年
に
海
軍
の
用
地
と
し
て
整
地

さ
れ
た
折
、
追
浜
の
鉈
切
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
墓
石
を
た
て
官
修
墓
地
と

し
た
。
現
在
で
は
地
元
の
浦
郷
町
内
会
が
祭
祀
・
管
理
を
代
行
し
て
い

る
。

こ
の
墓
地
に
は
四
十
八
基
の
墓
石
が
あ
り
、
警
視
局
関
係
三
十
二
名
、

う
ち
新
撰
旅
団
三
十
名
。
船
舶
従
業
員
七
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
士
族
は

二
十
五
名
、
う
ち
東
北
列
藩
同
盟
関
係
士
族
は
八
名
で
あ
っ
た
が
、
福

島
県
人
は
一
人
も
見
な
い
。
ま
た
神
奈
川
県
で
は
士
族
、
平
民
各
一
名

と
な
っ
て
い
る
が
、
県
の
方
へ
の
報
告
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

久
保
山
の
方
々
に
は
氏
名
が
判
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
述
べ
た

が
、
追
浜
の
方
々
は
、
昭
和
三
年
に
発
刊
さ
れ
た
田
浦
町
誌
に
そ
の
名

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
現
在
迄
に
二
名
の
方
の
遺
族
が
何

十
年
ぶ
り
に
参
拝
に
来
ら
れ
た
由
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
地
所
内
に
北
村
包
直
（
県
立
横
須
賀
高
女
初
代
校
長
）

撰
文
の
顕
彰
碑
が
た
っ
て
い
る
。

（
平
成
十
五
年
九
月
例
会
）

菊
谷
豊
彦

戦
後
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
武
田
薬
品
工
業
（
株
）
研

究
所
の
渡
辺
武
、
後
藤
実
の
両
氏
は
日
本
薬
学
会
近
畿
支
部
例
会
で

「
漢
方
方
剤
の
煎
出
法
に
関
す
る
研
究
」
、
翌
年
に
は
薬
学
会
で
第
二
報

「
漢
薬
類
の
精
油
含
量
に
つ
い
て
」
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）

に
は
日
本
東
洋
医
学
会
第
四
回
総
会
で
発
表
し
、
「
漢
方
方
剤
の
煎
出

法
に
関
す
る
研
究
」
（
第
二
報
）
と
（
第
三
報
）
を
（
日
本
東
洋
医
学
会

誌
四
巻
二
号
）
原
著
と
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
を
基
礎
に
し
て
大
阪
の
小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）
な
ど
が

漢
方
製
剤
を
製
造
・
販
売
す
る
に
至
っ
た
。

す
で
に
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
に
武
田
薬
品
工
業
（
株
）

は
平
胃
散
を
エ
キ
ス
剤
に
し
て
「
マ
ミ
ー
ル
」
を
製
造
・
発
売
し
た
と

い
わ
れ
る
。

一
九
五
○
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
の
日
本
東
洋
医
学
会
有
志
が
武
田

薬
品
工
業
（
株
）
の
技
術
に
よ
り
、
必
要
な
揮
発
分
も
と
り
入
れ
た
漢

方
エ
キ
ス
剤
を
二
十
種
作
り
、
臨
床
効
果
の
判
定
を
呼
掛
け
た
が
、
反

応
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

当
時
エ
キ
ス
剤
の
開
発
に
も
っ
と
も
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
小
太
郎
漢

方
製
薬
（
株
）
で
あ
っ
た
。

な
お
、
一
九
五
○
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
三
月
に
は
日
本
東
洋
医
学

会
が
発
足
し
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
は
東
亜
医
学
協
会
が

漢
方
製
剤
の
医
史
学
補
遺


